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(57)【要約】
　本発明は発光装置を提供し、前記発光装置は：第１の
波長の光を発光するように適合される光源；前記第１の
波長の光を受け、前記受けた光の少なくとも一部を第２
の波長の光へ変換するように適合される波長変換部材を
含み、前記波長変換部材及び前記光源が総フォトレジス
トに空間的に離れており；及び前記波長変換ブザイを取
り囲み、少なくとも前記波長変換部材を含む密閉キャビ
ティを形成する密閉構造を含み、前記密閉キャビティ内
のガス圧が１Ｐａ未満である。かかる圧で、前記有機フ
ォスファーは、特に優れた安定性を持ち、したがって前
記フォスファーにより長寿命を与える結果となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光装置であり、前記発行装置は：
－第１の波長の光を発光するように適合される光源、及び
－前記第１の波長の光を受け、前記受けた光の少なくとも一部を第２の波長の光へ変換す
るように適合される波長変換部材を含み、前記波長変換部材及び前記光源が総フォトレジ
ストに空間的に離れており；及び
－前記波長変換ブザイを取り囲み、少なくとも前記波長変換部材を含む密閉キャビティを
形成する密閉構造を含み、前記密閉キャビティ内のガス圧が１Ｐａ未満である、発光装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記密閉キャビティ内のガス圧が１ｍＰａ未満であ
る、発光装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記密閉キャビティが気密密閉されている、発光装
置。
【請求項４】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記密閉キャビティがさらに吸収物質を含む、発光
装置。
【請求項５】
　請求項１にきさいの発光装置であり、前記密閉キャビティがまた、前記光源を含む、発
光装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記波長変換部材が、ペリレン誘導体を含む波長変
換材料を含む、発光装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の発光装置であり、前記波長変換材料が、次の一般式：
【化１】

ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであり
、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり；
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Ｇ２、Ｇ３、及びＧ４のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数、である、
で表されるペリレン誘導体からなる群から選択される、発光装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の発光装置であり、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のそれぞれがＸであり、
Ａ及びＣのそれぞれがイソプロピルであり、Ｂ、Ｊ、Ｑ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれが
水素である、発光装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記光源が少なくとも１つのＬＥＤを含む、発光装
置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の発光装置を含むランプ。
【請求項１１】
　発光装置で使用するための低圧下で波長変換部材を含む密閉キャビティを製造するため
の方法であり、前記方法は：
－キャビティ形成のための構造を準備し；
－前記構造上又は隣接させて有機波長変換材料を含む波長変換部材を、前記波長変換部材
が前記キャビティ内に含まれるように配置し；
－前記構造を閉じて、前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じ込める密閉構造を形
成し；
－前記キャビティにガス圧が１Ｐａ以下の雰囲気を設け；及び
－前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じる前記閉じられた密閉構造を気密に密閉
する、ことを含む方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であり、前記構造を閉じるステップ及び／又は前記閉じられた
構造を密閉するステップが、ガラス溶融を用いて実施される、方法。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の方法であり、前記キャビティに１Ｐａ未満の雰囲気を提供する前記
ステップが、真空ポンプすることを含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の方法であり、前記光源が、前記構造を閉じるステップの前に設けら
れ、前記光源が、前記構造が閉じられた後に前記キャビティ内に含まれるようになるよう
に構成される、方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の発光装置を製造するための方法であり、前記方法は：
－第１の波長光を発光するように適合される光源を準備し；
－キャビティを形成するための構造を準備し；
－前記構造上又は隣接して有機波長変換材料を含む波長変換部材を、前記波長変換部材が
前記キャビティ内に含まれるように配置し；
－前記構造を閉じて、前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じる密閉構造を形成し
；
－前記キャビティに１Ｐａ以下のガス圧を持つ雰囲気を与え；及び
－前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じる前記密閉構造を気密密閉する、ことを
含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御環境下に維持された有機フォスファーを含む発光装置及び前記発光装置
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を含むランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）系照明装置は、広い種類の照明製品のためにますます使用さ
れるようになってきた。ＬＥＤは、白熱灯や蛍光灯などの従来の光源に対して、長寿命、
高ルーメン効率、低作動電圧及び迅速なルーメン出力変調などの利点を有する。
【０００３】
　効率的ハイパワーＬＥＤはしばしば青色発光材料に基づく。望ましい色（例えば白色）
を持つＬＥＤ系照明装置を製造するためには、通常フォスファーと呼ばれる好適な波長変
換材料が、ＬＥＤによる発光の一部分をより長波長の光に変換して望ましいスペクトル特
性を持つ光の組合せを作るために使用される。前記波長変換材料は、ＬＥＤダイに直接適
用されるか、又は前記フォスファーからある距離を離して設けられ得る（所謂リモート構
成）。例えば、前記フォスファーは、前記装置を包埋する密閉構造の内側に適用され得る
。
【０００４】
　多くの無機材料が、ＬＥＤにより発光される青色光をより長波長の光へ変換するために
使用されてきた。しかし、無機フォスファーが、価格が比較的高いという欠点を持つ。さ
らに、無機フォスファーは、粒子形状で適用され、入射光を常に反射することから増値の
効率を損失させる。さらに、無機フォスファーは、限られた量子収率と、広い発光スペク
トルを持ち、特に赤色発光無機フォスファーではさらなる効率を損失させる。現在、有機
フォスファー材料を、例えば白色出力を達成するために青色光を緑色から赤色の変換が望
ましい、ＬＥＤの無機フォスファーを有機フォスファーに置換することが考えられている
。有機フォスファーは、その発光スペクトルが、その位置及びバンド幅に関して容易に調
節可能であるという利点を持つ。有機フォスファーはまた、しばしば高透明性を示し、こ
れは、前記照明システムが、より光吸収性及び／又は反射性のフォスファー材料を用いる
システムに比較して、照明効率が改善されるという利点を持つ。さらに、有機フォスファ
ーは無機フォスファーよりも安価である。しかし、有機フォスファーは、ＬＥＤのエレク
トロルミネッセンス活性の際に生成される熱に敏感であることから、有機フォスファーは
主に、リモート構成装置で使用されており、前記フォスファーが、前記ＬＥＤから離れた
距離で設けられている。
【０００５】
　リモーロフォスファーＬＥＤ系照明システムでの有機フォスファー材料の適用を妨げる
主な欠点は、その光化学的安定性であり、十分ではない。有機フォスファーは、空気の存
在下で青色光で照射されると急速に分解されることが観察されている。
【０００６】
　Ｈｏｒｉｕｃｈｉらの米国特許出願公開第２００７／０２７３２７４号には、枠部材と
２つのガラス板で形成される脱気キャビティ内に設けられる有機フォスファーを含む発光
装置を含む半透明のラミネートシートが開示されている。前記フォスファーの分解を防止
するため、前記キャビティは有機フォスファーで充填され、そこは真空下で酸素濃度が１
００ｐｐｍ、及び好ましくは２０ｐｐｍ以下に維持されているか、又は不活性ガスの環境
雰囲気下とされている。
【０００７】
　しかし、米国特許出願公開第２００７／０２７３２７４号で提案される解決方法にもか
かわらず、有機フォスファーの分解を低減し又は防止する改良された発光装置を求める要
求が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００７／０２７３２７４号明細書
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の課題は、前記問題を解消することであり、改良された寿命を持つ有機フォスフ
ァーを含む発光装置を提供することである。本発明の課題はまた、有機波長変換材料が低
圧下で維持され得る発光装置のための密閉構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の側面によれば、この課題及びその他の課題は発光装置により達成され、
前記発行装置は：第１の波長の光を発行するように適合される光源；前記第１の波長の光
を受け取り、前記受け取った光を第２の波長の光に変換するように適合された、有機波長
変換材料を含む波長変換部材を含み、前記波長変換部材及び前記光源が相互に空間的に離
れており、さらに、前記波長変換部材を少なくとも部分的に囲み、及び前記波長変換部材
を少なくとも含む密閉キャビティを形成し、前記密閉キャビティ内のガス圧が１＊１０－

５バール（１Ｐａ）未満である。かかる圧で、前記有機フォスファーは、特に優れた安定
性を持ち、従って、前記フォスファーがより長寿命を持つ結果となる。好ましくは、前記
密閉キャビティ内のガス圧は、１＊１０－８（１ミリバール）未満である。通常は、前記
密閉キャビティは気密に密閉されている。
【００１１】
　本発明の実施態様では、前記密閉キャビティはさらに、活性炭などの吸収材料を含む。
活性炭は、非気密密閉の場合にキャビティ内に入る、又は前記キャビティ内で部品から放
出される気体物質を吸収することができる。従って、前記密閉キャビティ内の低ガス圧が
、前記発光装置の使用寿命の間維持され得ることとなる。
【００１２】
　本発明の実施態様では、前記密閉構造は、前記光源を少なくとも部分的に囲み、それに
より前記密閉キャビティがまた前記光源を含む。従って、かかる実施態様では、光源がま
た、前記波長変換部材と同じ低圧下で保持される。
【００１３】
　本発明の実施態様では、前記波長変換部材はペリレン誘導体を含む波長変換材料を含む
。特に前記波長変換材料は、次の一般式のペリレン誘導体からなる群から選択される化合
物：
【００１４】
【化１】
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ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであり
、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり；
Ｇ２、Ｇ３、及びＧ４のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数、である。
【００１５】
　ある実施態様では、Ａ、及びＣのそれぞれはイソプロピルであり、Ｂ、Ｊ及びＱのそれ
ぞれは水素であり、及びＤ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは水素である。この波長変換化
合物は、他のペリレン化合物と比較して、低圧下で特に優れた安定性を示すことが見出さ
れた。
【００１６】
　本発明の実施態様によると、前記光源は少なくとも１つの発光ダイオード（ＬＥＤ）を
含む。
【００１７】
　他の側面によれば、本発明は前記の発光装置を含むランプに関連する。
【００１８】
　他の側面によれば、本発明は、発光装置で使用するための低圧下で波長変換部材を含む
密閉キャビティを囲む密閉構造を製造するための方法を提供する。
前記方法は：
－キャビティを形成するための構造を準備し；
－前記構造上又は隣に波長変換部材を設けて、前記波長変換部材が前記キャビティ内に含
まれるようにし；
－前記構造を閉じて前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じ込める密閉構造を形成
し；
－前記キャビティに１Ｐａ未満のガス圧を持つ雰囲気を与え；及び
－前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じ込める前記閉鎖密閉構造を気密密閉する
、ことを含む。
【００１９】
　通常は、前記閉じ込められた密閉構造を密閉するステップは、ガラス溶融を用いて実施
され得る。また、前記密閉構造を閉じ込める先行ステップがガラス溶融を用いて実施され
得る。
【００２０】
　低ガス圧雰囲気を与えるステップは通常は真空ポンプを含む。本発明の実施態様では、
光源は、前記密閉構造を閉じ込める前に設けられ、及び前記キャビティ内に、前記密閉構
造が閉じられると前記波長変換部材と共に含まれるように構成される。従って、前記波長
変換部材と前記光源の両方を閉じ込める単純な密閉構造が使用され得る。一般に、前記波
長変換部材及び前記光源は相互に空間的に離されて配置される。
【００２１】
　さらなる側面で、本発明は、ここで記載される発光装置を製造するための方法を提供し
、前記方法は：
－第１の波長の光を発光するように適合される光源を準備し；
－キャビティを形成するための構造を準備し；
－前記構造上又は隣に波長変換部材を設けて、前記波長変換部材が前記キャビティ内に含
まれるようにし；
－前記構造を閉じて前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じ込める密閉構造を形成
し；
－前記キャビティに１Ｐａ未満のガス圧を持つ雰囲気を与え；及び
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－前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じ込める前記閉鎖密閉構造を気密密閉する
、ことを含む。
【００２２】
　通常は、前記波長変部材は、前記波長変換部材が前記光源により発光された前記第１の
波長の光を受けることができるように設けられる。一般に、前記波長変換部材及び光源は
相互に空間的に離されて配置される。
【００２３】
　留意すべきことは、本発明は、特許請求の範囲に記載される構成の全ての組合せに関す
る、ということである。
【００２４】
　本発明のこの及びその他の側面について、以下より詳細に添付図面を参照して本発明の
実施態様を示しつつ説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１ａ】図１ａは、本発明の実施態様による発光装置の１例を示す。
【図１ｂ】図１ｂは、本発明の実施態様による発光装置の１例を示す。
【図２】図２は、本発明の他の実施態様による発光装置を示す。
【図３】図３は、大気圧下で、青色光で照射された有機フォスファーの分解を示すグラフ
である。
【図４】図４は、異なる厚手青色光照射された２つの有機フォスファーの消光速度を示す
。
【図５】図５は、本発明の他の実施態様による発光装置を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１ａ及び１ｂは、本発明による２つの発光装置１００を模式的に示す。両方の実施態
様で、複数のＬＥＤ１０１が支持体１０２上に配置される。光出力部１０４及び密閉部１
０７を含む密閉構造１０３は前記光源の上に設けられる。前記密閉構造１０３はまた、密
閉されたキャビティ１０５を定め、その中に、通常はポリマー性マトリクス又はキャリア
中に分散された有機波長変換材料を含む波長変換部材１０６が設けられる。
【００２７】
　図１ａの発光装置１００はレトロフィットランプとして提供される。レトロフィットラ
ンプは、当業者によく知られており、ＬＥＤを持たない古いタイプのランプの外観を持つ
ＬＥＤ系ランプを意味する。アノード及びカソード（図示されていない）に接続されるエ
レクトロルミネッセンス層をそれぞれ含む複数のＬＥＤ１０１を含む光源が本体部１０２
上に設けられ、前記本体部には、エジソンスクリュキャップや押し込みキャプなどの伝統
的なキャップが設けられる。曲がった光出力部材１０４を含む密閉構造１０３は、前記Ｌ
ＥＤ１０１の上の本体部１０２上に設けられる。前記曲がった部材１０４は、二重壁構造
を持ち、外部壁１０４ａと内部壁１０４ｂを含み、かつ前記壁１０４ａと１０４ｂとの間
に形成されるキャビティ１０５を閉じ込める。前記曲がった壁１０４ａ、１０４ｂは、底
部壁部で接続され、これは前記本体部１０２と間接的又は直接的に接触し得る。
【００２８】
　有機波長変換材料を含む波長変換部材１０６は、前記曲がった部材１０４の表面（即ち
前記キャビティ１０５と面する表面）のコーティングして前記キャビティ１０５内に設け
られる。前記ＬＥＤは、前記内部壁１０４ｂ及び前記本体部１０２により形成される異な
るキャビティ１０９内の前記曲がった部材１０４の下に設けられる。
【００２９】
　本発明の実施態様では、前記波長変換部材は低圧下で前記密閉キャビティ内に配置され
、一方前記光源は前記キャビティの外側に配置され、場合により異なる圧、通常は大気圧
下に維持される。
【００３０】
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　前記光出力部材１０４は、ガス非透過性材料からなり、それは気密密閉で密閉され得る
。従って、前記密閉構造１０３は、前記キャビティ１０５と前記密閉構造１０３を取り囲
む外側大気との間で気密バリアを与えることができる。本発明によれば、前記気密キャビ
ティ内のガス圧は、１＊１０－５バール（１Ｐａに対応）未満である。
【００３１】
　図１ｂは、発光装置の他の実施態様を示し、前記密閉構造１０３が従来の蛍光灯に類似
する円筒状形状を持つ光出力部材１０４を含む。前記チューブ１０４の両端部はエンドキ
ャップ（図示されていない）で閉じられ密閉されている。波長変換部材１０６は、この実
施態様では、前記光出力部材１０４の内部表面、即ち前記密閉キャビティ１０５と前記Ｌ
ＥＤ１０１に面する前記チューブ１０４の側にコーティングとして設けられる。
【００３２】
　留意すべきことは、この適用を通じて前記密閉構造は１以上の壁を含み、これはガラス
、セラミック、金属又はポリマー材料で場合によりバリアコーティング又はフィルムと共
に含む。前記密閉構造は少なくとも部分的に光透過性である。
【００３３】
　図２は、他の発光装置２００を示し、本体部２０２上に設けられる複数のＬＥＤ２０１
の形で光源を含み、光出力部材２０４の形でドーム形状の密閉構造２０３が前記ＬＥＤ２
０１を閉じ込める。この実施態様では、前記光出力部材は、内部バリアを形成する内部壁
２０４ａと外部バリアを形成する外部壁２０４ｂとの間のサンドイッチ構造を含み、及び
リモート波長変換部材２０６が、前記外部壁２０４ｂと内部壁２０４ａとの間に設けられ
る。前記外部及び内部壁２０４ｂ、２０４ａは、前記本体部で接続され、お互いに密閉の
手段２０７で接続され、これは前記内部及び外部壁の周縁端部に沿って伸びている。前記
光出力部材２０４はそれにより、相互に空間的に離れた内部及び外部壁２０４ａ、２０４
ｂの間に密閉キャビティ２０５を形成する。前記波長変換部材２０６を含む前記密閉キャ
ビティ２０５は、前記密閉構造２０３及び前記本体部２０２により形成される区画２０９
から離されており、前記ＬＥＤ２０１を含む。さらなる区画２０９内には特に酸素に敏感
な部品が存在しないことから、特別の環境や雰囲気は必要としないが、常圧で空気又は不
活性ガスを含み得る。しかしまた、最初に前記区画２０９に前記キャビティ２０５と同じ
雰囲気及び／又は圧を与えることも可能であり、というのは前記区画２０９は事実、前記
密閉部２０７で前記環境から密閉されているからであり、それは追加的に前記光出力部材
２０４を前記本体部２０２へ付設されるからである。この密閉部は、低融ガラス又は金属
から形成され得る。
【００３４】
　２以上の壁部分が、前記密閉構造２０３を形成するために使用され得る。また、前記壁
２０４ａ、２０４ｂは気密的で、ドーム形状又は曲がっていることさえ必要ではなく、あ
らゆる好適な形状であり得、及び例えば複数の部分を含むことも可能である。
【００３５】
　前記密閉構造は、ガラス、セラミック、金属又はプラスチック材料、場合によりバリア
コーティング又はフィルムと共に形成され得る。前記密閉構造は少なくとも部分的に光透
過性である。例えば、図１及び２の実施態様では、前記光出力部材は光透過性材料から形
成される。また前記本体部２０２はガラス、セラミック又は金属から形成され得る。
【００３６】
　図５は、本発明による発光装置の他の実施態様を示す。前記発光装置５００は、複数の
ＬＥＤ５０１ａが指示板５０２上に設けられ、密閉構造５０３で囲まれている。前記指示
板５０２は、高反射性コーティングが設けられている。前記装置内又は装置上に拡散装置
及び／又は反射装置を用いることも可能である。
【００３７】
　前記密閉構造５０３は、２つの同心チューブを含み、１つの外側チューブ５０４ａは同
心状に内部チューブ５０４ｂを囲み、それにより前記チューブ間に環状空間を形成する。
前記チューブ５０４ａ、５０４ｂは、お互いに密閉され、前記環状空間が密閉キャビティ



(9) JP 2014-503981 A 2014.2.13

10

20

30

40

50

５０５を形成する。複数のＬＥＤを含む前記光源５０１は、前記内部チューブ５０４ｂ内
の指示板上に配置される。波長変換部材５０６は、前記内部チューブ５０４ｂの前記外部
表面上にコーティングとして設けられ、前記表面は前記外部チューブ５０４ａと前記キャ
ビティ５０５に面している。前記同心チューブ５０４ａ、５０４ｂとの間に形成される前
記キャビティ５０５は、制御された雰囲気を含み、前記密閉キャビティ内のガス圧は、１
＊１０－５バール（１Ｐａに対応）未満である。
【００３８】
　本発明による発光装置は、例えば蛍光灯を製造するために使用される従来のガラス溶融
技術を用いて製造され得る。
【００３９】
　本発明の実施態様による波長変換部材は、前記有機波長変換材料のためのポリマー性マ
トリクス又はキャリアを含み得る。前記マトリクスのための好適なポリマー性材料の例は
、ポリ（メチルメタクリレート）（ＰＭＭＡ）、ポリスチレン、ポリカーボネート、シリ
コーン、ポリシロキサン及びアクリレートポリマーを含む。
【００４０】
　本発明による発光装置で使用される波長変換材料は、全ての従来の有機フォスファーで
あり得る。例えば、前記波長変換材料は、ペリレン誘導体などの蛍光性有機化合物を含み
得る。特に、次の一般式を持つペリレン誘導体は本発明による発光装置で使用され得る：
【００４１】
【化２】

ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであり
、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり；
Ｇ２、Ｇ３、及びＧ４のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数、である。
【００４２】
　上の一般式に相当するフォスファー化合物が試験され、他のペリレン誘導体有機フォス
ファーを含めて他の有機フォスファーと比較して優れた安定性を示すことが見出された。
【００４３】
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　例えば、波長変換材料は次の化合物ＩからＩＩＩの少なくとも１つを含み得る：
【００４４】
【化３】

　本発明の実施態様によると、前記密閉キャビティは、低圧で作用し、低圧を維持するこ
とを補助する反応剤又は吸収材料を含み得る。例えば、前記キャビティは活性炭を含み得
る。活性炭は、非気密性密閉の場合に前記キャビティ内に入る、又は前記キャビティ内で
部品から放出される気体物質を吸収し得る。
【００４５】
　前記発光装置を製造する方法、及び特に前記波長変換部材を含む密閉構造について以下
説明される。前記波長変換部材は、密閉される前の密閉構造により形成されるキャビティ
内に配置され、これは壁のいくつかの部分からなるか；場合により前記部分（例えばチュ
ーブ５０４ａ、５０４ｂ）は前記キャビティを形成するため初めに共に導入され得る。又
は前記波長変換部材が前記密閉構造表面上にコーティングとして設けられる場合、前記波
長変換部材は前記密閉構造の一部分に設けられ（例えば図５の実施態様の内部チューブ５
０４ｂ）、及び続いて前記密閉構造の異なる部分（例えば前記内部及び外部チューブ）が
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ィ内に含まれる場合、前記光源はまた、前記キャビティを密閉する前に前記密閉構造によ
り閉じ込められるように構成される。続いて、第１の密閉ステップが実行され、真空ポン
プに接続可能な前記密閉部に小さい開口部を残す。例えば、図１ｂを参照して、ガラスキ
ャップが前記チューブの両端部で溶融され、キャップの１つは、真空ポンプへガラスチュ
ーブを介して接続され得る小さい開口部が設けられる。真空ポンプを用いて、前記キャビ
ティは望ましい低圧にされる。続いて、前記ガラスキャップは溶融されて前記キャビティ
を閉じる前記密閉構造を気密密閉する。
【実施例】
【００４６】
　ポリマーマトリックス内の有機フォスファー層を、光束密度４．２Ｗ／ｃｍ２の４５０
ｎｍのレーザー光で照射し、その結果を時間の関数として図３に示した。青色光照射によ
るフォスファーの分解により発光強度は時間とともに減少した。記層の最初の吸収は１０
％であり、従って、前記強度減少は分解され、光発光しなくなったフォスファー分子の濃
度に直接関連させ得るものである。光強度の変化は時間の指数関数、ｃ（ｔ）＝ｃ（０）
＊ｅ－ｋｔであり、消光定数ｋは前記有機フォスファー化合物の分解速度に対応する。
【００４７】
　本発明者は、黄色発光色素及びペリレン誘導体赤色発光色素の消光速度を、１２０℃で
異なる圧力下で研究した。前記フォスファー濃度は０．１％であった。結果を図４に示し
た。前記黄色発光色素は、市販ペリレン色素、Ｌｕｍｏｇｅｎ（Ｒ）Ｆ－０８３（ＢＡＳ
Ｆ社から入手可能）を、ＰＭＭＡマトリクス中０．０４重量％であり、赤色発光色素は、
Ｌｕｍｏｇｅｎ（Ｒ）Ｆ－３０５（ＢＡＳＦ社から入手可能）を、ＰＭＭＡマトリクス中
１重量％であった。前記黄色発光色素は、光束密度４．２Ｗ／ｃｍ２で青色光で照射され
、前記赤色発光色素は、光束密度１．２Ｗ／ｃｍ２で青色光で照射された。常圧で純粋な
窒素雰囲気を使用した。
【００４８】
　図４から分かるように、１０－８バール（１ｍＰａ）の圧で、前記赤色発光フォスファ
ーの消光速度は、常圧と比較して３桁低かった。黄色発光フォスファーについては、圧１
０－８バールは、常圧下での消光速度よりも一桁小さい消光速度となり、また１０－５バ
ール（１Ｐａ）では消光速度は常圧の場合と比べて非常に小さくなった。
【００４９】
　当業者が理解することは、本発明はここで記載した好ましくは実施態様には限定される
ものではない、ということである。逆に多くの変法、変形が添付の特許請求の範囲の範囲
内で可能である。
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【図１ａ】 【図１ｂ】

【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月10日(2013.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光装置であり、前記発行装置は：
－第１の波長の光を発光するように適合される光源、及び
－前記第１の波長の光を受け、前記受けた光の少なくとも一部を第２の波長の光へ変換す
るように適合される波長変換部材を含み、前記波長変換部材が、有機波長変換材料のため
のポリマー性マトリクス又はキャリアを含み、前記波長変換部材及び前記光源が相互に空
間的に離れており；及び
－前記波長変換ブザイを取り囲み、少なくとも前記波長変換部材を含む密閉キャビティを
形成する密閉構造を含み、前記密閉キャビティ内のガス圧が１Ｐａ未満である、発光装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記密閉キャビティ内のガス圧が１ｍＰａ未満であ
る、発光装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記密閉キャビティが気密密閉されている、発光装
置。
【請求項４】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記密閉キャビティがさらに吸収物質を含む、発光
装置。
【請求項５】
　請求項１にきさいの発光装置であり、前記密閉キャビティがまた、前記光源を含む、発
光装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記波長変換部材が、ペリレン誘導体を含む波長変
換材料を含む、発光装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の発光装置であり、前記波長変換材料が、次の一般式：
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【化１】

ここでＧ１は直鎖又は分岐アルキル基又は酸素含有アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏｍであり
、ｎは１から４４の整数であり、ｍ＜ｎ／２であり、又はＹであり；
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ及びＱのそれぞれは独立して、水素、イソプロピル、ｔ－ブチル、フッ素
、メトキシ又は無置換アルキル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり；
Ｇ２、Ｇ３、及びＧ４のぞれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数であり、又はＸであり；及び
Ｄ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれは独立して、水素、フッ素、メトキシ又は無置換アルキ
ル基ＣｎＨ２ｎ＋１でありｎは１から１６の整数、である、
で表されるペリレン誘導体からなる群から選択される、発光装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の発光装置であり、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４及びＧ５のそれぞれがＸであり、
Ａ及びＣのそれぞれがイソプロピルであり、Ｂ、Ｊ、Ｑ、Ｅ、Ｉ、Ｌ及びＭのそれぞれが
水素である、発光装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記光源が少なくとも１つのＬＥＤを含む、発光装
置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の発光装置であり、前記マトリクスのためのポリマー性材料が、ポリ（
メトルメタクリレート）（ＰＭＭＡ）、ポリスチレン、ポリカーボネート、シリコーン、
ポリシロキサン又はアクリレートポリマーを含む、発光装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の発光装置を含むランプ。
【請求項１２】
　発光装置で使用するための低圧下で波長変換部材を含む密閉キャビティを製造するため
の方法であり、前記方法は：
－キャビティ形成のための構造を準備し；
－前記構造上又は隣接させて有機波長変換材料を含む波長変換部材を、前記波長変換部材
が前記キャビティ内に含まれるように配置し、前記波長変換部材が、有機波長変換材料の
ためのポリマー性マトリクス又はキャリアを含み；
－前記構造を閉じて、前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じ込める密閉構造を形
成し；
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－前記キャビティにガス圧が１Ｐａ以下の雰囲気を設け；及び
－前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じる前記閉じられた密閉構造を気密に密閉
する、ことを含む方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であり、前記構造を閉じるステップ及び／又は前記閉じられた
構造を密閉するステップが、ガラス溶融を用いて実施される、方法。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の方法であり、前記キャビティに１Ｐａ未満の雰囲気を提供する前記
ステップが、真空ポンプすることを含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の方法であり、前記光源が、前記構造を閉じるステップの前に設けら
れ、前記光源が、前記構造が閉じられた後に前記キャビティ内に含まれるようになるよう
に構成される、方法。
【請求項１６】
　請求項１に記載の発光装置を製造するための方法であり、前記方法は：
－第１の波長光を発光するように適合される光源を準備し；
－キャビティを形成するための構造を準備し；
－前記構造上又は隣接して有機波長変換材料を含む波長変換部材を、前記波長変換部材が
前記キャビティ内に含まれるように配置し、前記波長変換部材が、有機波長変換材料のた
めのポリマー性マトリクス又はキャリアを含み；
－前記構造を閉じて、前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じる密閉構造を形成し
；
－前記キャビティに１Ｐａ以下のガス圧を持つ雰囲気を与え；及び
－前記波長変換部材を含む前記キャビティを閉じる前記密閉構造を気密密閉する、ことを
含む方法。
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